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亀島川は水門で守られ、水辺に降りやすく、アクティビティーに向いている（7月、東京都中央区）
居たたまれない水害がこの夏も相次ぐ。それでも連日の酷暑には水辺に涼を求めたくなる。7月に都心で催された「亀島川みずべまつり」も多くの人出でにぎわった。

日本橋から日本橋川を下ると茅場町で右手に分かれる。この分流が亀島川だ。隅田川に注ぐまで1キロほどだが、水辺の親しみやすさで都心では象徴的な川とされている。

まず川の両端を水門で仕切り水害から守られている。水位を低く保てるため護岸は低く、川に降りやすい。イベントではカヤックや、サップという立ちこぎボードの体験も人気を集めた。護岸の一部は歩道だ。川に面したカフェもあり、散策に向いている。

「都心の川は高い護岸で人を遠ざけている。街づくりも川沿いのビルは川に背を向けて建ててきた。この流れを変え、人の集う豊かな水辺を取り戻したい」。企画した水都東京・未来会議の委員で、東京スリバチ学会会長の皆川典久さんは狙いをこう語る。


亀島川周辺は江戸の水運拠点で、上方から樽廻船（たるかいせん）で運ばれてくる伏見や灘などの「下り酒」を荷揚げし、酒問屋の街として栄えた。往時をしのび、酒だるをサップで運ぶ「樽さっぷ」が新名物になっている。
都民は川に親しんでいるのか。「河川に関する世論調査」では身近な川があってもほとんど行かない人が25%。若い女性にその傾向が強い。29%は週1回は訪れるが「散歩やジョギング」「通勤通学や買い物で通りかかる」が大半だ。川で過ごす時間は30分未満が58%を占める。積極的に親しんでいる印象は薄い。

理由の1つが、河川をレジャーなどに使う際の制限の多さだ。管理者の行政は事故や周辺住民の批判を懸念する。理解できる面もあるが、川に親しむ観点から柔軟な運用を望む声は少なくない。

河川の専門家で中央大学教授の山田正さんは「そもそも健康増進やレジャーが河川法の目的にきちんと位置づけられていないことが大きい。現状ではこれらに予算を割きにくい」と指摘する。

河川法はまず治水を目的に明治期に制定された。経済成長に伴い目的に利水を加え、公害が問題になると環境を追加した。山田さんは「今は健康増進やレジャーでの利用も世界の流れだ。安全や環境に配慮したうえで新たな目的に掲げるべきだろう」と唱える。

古来、日本人は川がもたらす災いをやり過ごし、恩恵に浴す工夫を重ねてきた。水都東京・未来会議は隅田川に可動堰（ぜき）を設け、都心の川を安全で親しみやすくする隅田川バリア構想も温める。亀島川の活動から、河川法の見直しや水辺を楽しむ機運が高まることを期待したい。（編集委員　斉藤徹弥）





